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向 き 含 う

「大 過 な く 」 の 幸 せ

校 長   竹 下  賢

平成 17年 も残す ところ、あ と僅か とな りま したc今 年 t)子供た ちを,≦る悲 しい事件が続発

し、心の痛む思いをす ると同時に、本校生徒に も災禍が及びかねない とい う緊張感 に満 ちた 1

年で した.そ のよ うな中、本校の生徒たちについては、幸いにもみんな元気で 1年 間を締 めく

くることができたま した。 これ も、保護者の皆様のいろいろな面でのご理解 とご協力の賜であ

ると深 く感謝 してお ります。

来年は、全国のすべての 子どもたちが、安心 して生活でき、将来への希望をもつて明 るく生

きていける社会になってほ しい と願 っています

さて、私は、今年度 の 十学校経営方針」の基本的 な考え方 として、 1個に

向き合 う」 とい うことを掲 げ、学習指導 、生活指導 をは じめすべての教育

活動や 指導 が 、生徒 一 人 一人 を よ く理 解 し、それ ぞれ を 「生 かす」 方向で行 われ る こ とを 目指

して き ま した.個 々の生徒 の声 に耳 を傾 け、個 に応 じた指導 を心 が け るよ う努 めて きた ところ

です が 、保護者 の皆 様 に よって は、評価 が分かれ る ところか も しれ ませ んcこ こ数 日間 に実施

してい る保護 者 対象 のア ンケー ト (学校評価 )の 結 果 な どを参 考 に しなが ら、今 後 とも個 々の

生徒 に向 き合 って指導 を進 めてい きたい と思 い ますc

み ん な の 安 全 は 過 日、 あ る小 学 生 の母 親 か ら学 校 に電 話 が あ りま した。 そ の

思 しヽ や)り か ら   主 旨は、 ご自分のお子 さん (小学 1年 生)が 下校途 中に具合が

悪 くな り、道端で しゃがみ込んでいた ところ、本校の生徒が声 をか け、家 まで送 ってきて くれ

て、大変有 り難かった とい うことで した.私 も、路 上な どで、困っている (ような)人 を見か

けることがよくあ りますが、声をかけることができずに通 り過 ぎることしば しばであ り、 この

生徒 の行動力には頭の下がる思いが しま した。

現在 、私た ちの生活では 「安全Jと い うことがキー ワー ドになってお り、学校 でも 「自分の

身 を守 る」 とい うことを主眼に指導 を している ところです。 し か し、成熟 した真 に安全な社会

とい うのは、他人の安全をも守 る とい う発想、言 うなれば、思いや りのある行動ができる構成

員によって成 り立つのではないか と考えますc「 あの人 どうしたスノだろ うJと 思った ら、声 を

掛 けてみ る。 このよ うな行為を、まずは、身近 にいる大人が示す ことによつて、子 どもたちも

自然 に実行できるよ うになるのだろ うと思い ますc

年末 。年始 は ご家族で外出す ることも多い と思います.他 人への気配 り、思いや りとは どう

い うことか とい うことについて、具体的な行動 を通 して子 どもに気づかせ学ばせ る機会にもし

たい ものです.

皆様、 どうぞ よい年をお迎えくだ さいて



東 京 都 中 学 校 英 語 学 芸 大 会 に 参 加 し て

英語活動部顧 間 小松 由 貴子 教 諭

12月 4日 (日)に 、本校の英語活動部の生徒たちが英語学芸大会に参加 しました。近年、

渋谷区の中学校は、 どの中学校 もこの大会に参カロしていないとい うことを聞き、「思い切つて

今年、松濤中から、参加 してみようかJと ALTの グリスヒ
t―

先生、そ して校長先生 と話をし、

決定 したのが今年の4月 で した.

今回、この英語活動部の英語劇 「クリスマスキャロル」のために、一番力を尽 くしてくだ

さったのが、脚本を作 り、演濠1指導を してくださった、グリスビー先生で したc

この大会に出場することに決めてか ら、す ぐ私たちは大きい壁にぶつか りました。それは

他の行事のために、部活動に出ることができない生徒が長期間続いたとい うことですてやむを

えず、土日に練習をすることにしましたcそ れでも、大会までに全員が集 まって練習できたこ

とは 1度 もあ りませんで した。 このことで、グリスビー先生には、本当に歯がゆい思いをさせ

て しまったと思っています。

この劇が、やっと形になってきたのが、 10月 です。 この頃には、AIンTの マークス先生

ヒンキンソン先生も参加 し、ダンス指導や音楽指導、演技指導をしてくださいました。そして、

小山先生は、劇で使 う背景セ ットを作 り、また大会の打ち合わせにも参力日して陰で支えてくだ

さいました。また、大会の当日はたくさんの保護者の方、先生方が応援に来てくださいましたc

入賞こそできませんで したが、生徒たちも練習の成果を十分発揮することがきましたc

本校の英語活動部が参加できたのは、生徒はt)ちろ/レのこと、ALTの 先生方、保護者の

皆様、松濤中学校の教職員が全員協力 して下さったお陰です.本 当にあ りがとうございましたc

毎 日新聞 12月 6日 付朝 千けか ら,用

英語 劇 「ク リスマ ス

ャロル 1の 一場面
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12月 5日 から 12日 にかけ、美術の授業で、1年 生と2年 生が学校そばの Bunkamuraザ ・ミュー

ジーアムヘ行きました。生徒達は英語によるワークシー トに沿つて作品鑑賞をし、その様子は毎日新

聞にて紹介されました。英語での授業やワークシー トを関心深げに眺める来場客もいらつしゃり、楽

しみながら真剣に取 り組む生徒の姿は印象的で した.印 象や気持ちを他の言語で表すことは容易では

ありませんが、各々の言葉で表現できるように、また今後、様々な作品と触れ合 う機会を作つてほし

いと思います。最後に、鑑賞に先立ら、共に計画 ・下兄をし、英語によるワークシー トを作成 した

Ms.Gillespieに御礼申し上tずます. 美術科 市 村 朋 子 教 諭


